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An Inverted-F antenna (IFA) with four parasitic elements has a wide VSWR frequency bandwidth. The resonance 
phenomena by the four parasitic elements lead to enhancement of the VSWR frequency bandwidth.  A 29% 
VSWR frequency bandwidth, which is wider than that for an IFA with two parasitic elements, is realized. In 
addition to the VSWR, the radiation pattern is analyzed. 
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１． まえがき 
寄生素子を用いた逆 F アンテナの研究結果が公表され
ている．寄生素子 2 本を用いたアンテナの VSWR 帯域
は 26％となっている[1]．本稿では, 寄生素子 4 本を用い
た場合について考察している． 
 
２． 構造 
 寄生素子 4 本を用いた場合の逆 F アンテナの構造を
図 1 に示す．使用パラメータを表 1 に示す．グランド
板は無限大と仮定している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文献[2]より，寄生素子全長 (L+H) と共振波長 f の関
係は次式で与えられている． 
4/fHL   
従って本アンテナの場合，共振周波数 f1と f2での 2 共
振が期待される． 
x
y
A
A
A
A
F
a
b
cB
B
B
B
D
D C
C
GP
GP (  )8GPy
x
(b) Top view 
(a) Perspective view 
s
s
s
s
B
B
B
B
F
GP(  )8
.
.
.
.
.
. c x
y
b
C
D
D
C
GP
A
DB
H IL2
LIL2
GP
A
CB
H IL1
LIL1
GP
F
~
cb
a
H IF
LIF
LFD
(c) Side view 
図 1. アンテナ構造図 
表 1. パラメータ 
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３． 解析結果 
 図 4にインピーダンスの周波数特性を示す. 1.06 GHz，
1.42 GHz付近で虚部の値が 0 となり，共振していること
が分かる．寄生素子を 4 本にしたことにより，2 本の場
合に比べ，共振の数が増加している． 
図 5に VSWRの周波数特性を示す. VSWR 2 以下が得
られている帯域幅は，寄生素子 2 本の場合，約 26%であ
ったのに対し，寄生素子 4本用いた場合では，約 29％と
なっている． 
図 6 に放射パターンを示す. VSWR の低い周波数 1.09 
GHz，1.272 GHz，1.4 GHzについて考察する．どの周波
数においても，x-z面内で幅広いビームを放射している． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． まとめ 
 寄生素子を 4 本用いることにより，VSWR 帯域幅は約 29％
となる．寄生素子 2 本の場合と比較すると，約 3％増加してい
る． 
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図 4. 入力インピーダンス 
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図 5. VSWR 
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図 6. 放射パターン 
